





























































Yasuo Kuniyoshi’s Movements During His Stay in Japan: Focusing on His Collected Clippings
Kumiko EHARA
Department of Yasuo Kuniyoshi Studies: Art Education and Rural Revitalization, Graduate Schools of Education, 













































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































２ 山陽新報 1931年５月８日 蜂谷信太郎 米畫壇の人氣者／ヤスオ國吉君／（一） なし
３ 国吉 山陽新報 1931年５月９日 蜂谷信太郎 米國畫壇の人気者／ヤスオ國吉君／
（二）
なし
４ 国吉 報知新聞 1931年10月14日（横浜支局電話） 最高名譽を得／國吉畫伯歸朝／廿六年
振り／で米國から
「國吉畫伯」




６ 国吉 國民新聞 1931年10月15日 米畫壇の寵兒／國吉氏・歸る／製作百
餘點を携へて
なし

































































































































東京日日新聞 1931年11月５日 國吉畫伯／の歓迎會 なし
































中外商業新報 1931年11月19日 素心庵 國吉康雄氏／母國訪問展 「凭れかゝる裸婦」
20 国吉 東京日日新聞 1931年11月19日 全米を風靡した／名聲をまのあたりに
／本社主催　國吉畫伯の洋畫展
なし
21 国吉 東京日日新聞 1931年11月19日 米國よりの歸朝を迎へて／ヤスオ・國
吉氏洋畫展覧會（展覧会広告）
なし
22 国吉 東京朝日新聞 1931年11月20日 兒島善三郎 國吉康雄／氏個展評 なし
23 国吉 都新聞 1931年11月20日 ＜美術界＞ヤスオ國吉氏／母國訪問記
念展
なし
24 国吉 日本評論新聞 1931年11月20日 ＜今日の百貨店＞母國訪問を記念して
／國吉氏洋畫展／浴後の裸女等展覧
なし
25 国吉 東京日日新聞 1931年11月20日 金子義男 ヤスヲ・クニヨシと／その畫業 　上 「禁断の果實を盗まん
とする子供」
26 国吉 東京日日新聞 1931年11月21日 金子義男 ヤスヲ・クニヨシと／その畫業　 二 なし
27 国吉 時事新報 1931年11月21日 國吉康雄氏／個展 なし
28 国吉 毎夕新聞 1931年11月22日（良） 國吉康雄氏個展 なし
































































37 国吉 大阪朝日新聞 1931年12月６日 川路柳虹 1932年への展開／美術界／國吉康雄氏
その他の／海外における成果
なし






39 国吉 大阪毎日新聞 1931年12月18日 ヤスオ・國吉／畫伯歡迎會／記念展は
けふから
なし




41 国吉 大阪毎日新聞 1931年12月18日 ヤスオ・國吉氏洋畫展／十八日−廿一日 なし
42 国吉 大阪毎日新聞 1931年12月19日 國吉康雄 ＜学藝＞歸朝所感／故郷へかへる 「自畫像」




































1932年１月３日 西田武雄 畫工志願（九） 「國吉康雄氏」写真（15，
17と同じ）


































東京日日新聞 1932年１月27日 國吉畫伯を二／科會員に推薦 なし
56 読売新聞 1932年１月27日 「アメリカの藤田」國／吉畫伯二科新會
員に
なし






























東京日日新聞 1931年11月５日 國吉畫伯／の歓迎會 なし
































中外商業新報 1931年11月19日 素心庵 國吉康雄氏／母國訪問展 「凭れかゝる裸婦」
20 国吉 東京日日新聞 1931年11月19日 全米を風靡した／名聲をまのあたりに
／本社主催　國吉畫伯の洋畫展
なし
21 国吉 東京日日新聞 1931年11月19日 米國よりの歸朝を迎へて／ヤスオ・國
吉氏洋畫展覧會（展覧会広告）
なし
22 国吉 東京朝日新聞 1931年11月20日 兒島善三郎 國吉康雄／氏個展評 なし
23 国吉 都新聞 1931年11月20日 ＜美術界＞ヤスオ國吉氏／母國訪問記
念展
なし
24 国吉 日本評論新聞 1931年11月20日 ＜今日の百貨店＞母國訪問を記念して
／國吉氏洋畫展／浴後の裸女等展覧
なし
25 国吉 東京日日新聞 1931年11月20日 金子義男 ヤスヲ・クニヨシと／その畫業 　上 「禁断の果實を盗まん
とする子供」
26 国吉 東京日日新聞 1931年11月21日 金子義男 ヤスヲ・クニヨシと／その畫業　 二 なし
27 国吉 時事新報 1931年11月21日 國吉康雄氏／個展 なし
28 国吉 毎夕新聞 1931年11月22日（良） 國吉康雄氏個展 なし

























































1932年２月３日 西田武雄 ＜畫工志願10＞ヤスオ國吉とアメリカ なし
60 アーカ
イブ
東京日日新聞 1932年２月５日 國吉畫伯米國へ歸る なし
61 アーカ
イブ





YaSuO畫集 1932年２月10日 黑田重太郎 國吉君の藝術に就て なし
63 アーカ
イブ
YaSuO畫集 1932年２月10日 霜鳥正三郎 立志傳中の國吉君 なし
64 アーカ
イブ




























































































































































1932年２月３日 西田武雄 ＜畫工志願10＞ヤスオ國吉とアメリカ なし
60 アーカ
イブ
東京日日新聞 1932年２月５日 國吉畫伯米國へ歸る なし
61 アーカ
イブ





YaSuO畫集 1932年２月10日 黑田重太郎 國吉君の藝術に就て なし
63 アーカ
イブ
YaSuO畫集 1932年２月10日 霜鳥正三郎 立志傳中の國吉君 なし
64 アーカ
イブ























































































































3 Kuniyoshi, Y, (1940) “East to West” Magazine of 






























































































































29 Kuniyoshi,Y (1932) “Art and Artists in Japan” 

























































3 Kuniyoshi, Y, (1940) “East to West” Magazine of 
Art, vol 33, no.2 (February 1940) pp.72-83
4 「福武コレクション国吉康雄アーカイブ」とは，福
武總一郎氏が所有する国吉作品コレクションおよび
アーカイブを指す。このアーカイブには，1990年
から2003年まで岡山市内で運営されていた「国吉
康雄美術館」が収集・管理していた資料が引き継が
れ，保管されている。その主な内訳は，
　・国吉康雄自身が収集していた書籍
　・ 日本およびアメリカで国吉に関して報道された
記事のコピー
今回二科会員一同の推挙で同会の新会員として入会，帝国ホテルで披露会
を催した。今秋の二科出品はアメリカから送ることになっている。
56
二科会は今回新たに国吉康雄氏を会員に推挙した。 57
１月27日（水）～
１月31日（日）
２月１日（月） （「YaSuO画集」印刷）
２月２日（火）
２月３日（水）
２月４日（木） 龍田丸にて横浜港発 東京→
横浜
二科会員の見送りを受けて４日午後０時半東京駅発，同３時横浜出帆の龍
田丸で帰米の途についた。
60
２月５日（金）～
２月９日（火）
船中
２月10日（水） （「YaSuO画集」発行）船中
（乗船中，父の訃報を
受け取る）
船中
（表２は江原作成。「掲載紙・誌」欄の番号は，表１の「本稿番号」と対応している。）
?????
− 44 −
を吐く」
31 有島生馬（1934）「初めて國吉君に逢つて」，『中
央美術』，中央美術刊行會，1934年６月号，pp.40-42
32 小澤善雄（1993）「国吉康雄と日本」，『国吉康雄
の帰国　没後40年・生誕地記念碑完成記念誌』，第
１回 国吉アート・フォーラム実行委員会，1993年，p.1
